歴史探訪　　08，07用

武庫川
大川で親しまれてきた武庫川は、下流でほとんど旧武庫郡内を流れているのでその名がついたという。以前は、神戸市北区道場町の有馬川との合流点から下流をいい、それより上流は三田川と呼んでいた。

ところが明治７年、篠山盆地の農作物を舟運で阪神間に搬送するという計画で、河川を改修して「田松川」という運河が完成した。場所は、ＪＲ南矢代駅附近で、　南北２ヶ所に水門があり、南は武庫川に、北は篠山川から加古川水系に注ぐ分水界である。ここを源流に尼崎の河口まで流れ込んでいて、長さはおよそ65㌔に及ぶ。

ＪＲ武田尾駅から生瀬駅附近までを、武庫川渓谷という名で知られている。およそ6㌔の渓流には、伝説の淵や奇岩が多く点在する。主なものを列記すると、天狗岩、仙人岩、溝滝、十次郎淵、十国の瀬、長瀞、高座岩、漆ヶ淵などがある。旧福知山線の廃線敷を歩けば目にとまるが、案内表示がないので特定がむつかしい。

武庫川渓谷で捕獲された鮎は上質で評判がよかったそうである。昭和25年頃までは、天然の鮎が群れをなして遡行し、鮎かけの人たちで賑わった。国鉄当時の生瀬駅が、蒸気機関車への給水駅で長時間停車していたので、明治44年に淡路屋が駅弁（鉄道駅で販売される弁当）として鮎寿司を売り出し好評であった。しかし昭和19年、機関車が改良され給水の必要がなくなったのと、食糧が統制になったため店を休業、鮎寿司は姿を消した。
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